T1・T2による演示でのロールプレイにおける場面設定例テストの点数が思ったより伸びませんでした。自分では一生懸命に取り組んだつもりでしたが、期待していた点数に到底届きませんでした。友だちに勉強の仕方を聞きたい気持ちもありますが、それよりも頑張ったのにできなかったことについての悩みを誰かに話したいと思っています。






ロールプレイ用のお悩みカード（①②③をそれぞれ1枚のカードにして準備）
お悩みカード①【場面設定】
と友だちからのSNSの返信の回数が減っています。学校でも友だちとの会話があまりはずまず、友だちから避けられているような気持ちにまでなってきました。
このままでは仲間はずれにされてしまうのではないかと心配で仕方がありません。

（例）「実はさぁ、最近友だちから避けられているみたいなんだけど…。」

《カードの文章を読み上げるのではなく、自分の言葉で伝えましょう》









お悩みカード③【場面設定】
　親が毎日顔を見るたびに、「勉強しなさい」と口うるさく言うので、うんざりしています。自分ではやっているつもりなのですが、親は認めてくれません。あまりにしつこく言うので、今朝も口げんかになってしまいました。
イライラおもしろくない日々が続いています。


（例）「実はさぁ、親とけんかしちゃったんだよね…。」

《カードの文章を読み上げるのではなく、自分の言葉で伝えましょう》

お悩みカード②【場面設定】
　最近、部活動に行くのが嫌になっています。休んで顧問の先生に怒られるのも嫌なので、嫌々部活動に参加しています。何をやってもおもしろくありません。
気持ちが晴れない日々が続いています。



（例）「実はさぁ、最近部活に行くのがしんどいんだよね…。」

《カードの文章を読み上げるのではなく、自分の言葉で伝えましょう》

